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口永地区は、東海道とともに発展してきたまちで名所旧跡が数多く残り、東海道最古の道標や名

残りの一本松、東海道と伊勢参宮道の分かれ道「日永の追分」なビが知られてぃますその中でも

「日永の追分」は昭和13年に県史跡に指定され、この鳥居は、江戸時代の安永年間の 1774年

に伊勢神宮を遥拝する鳥居として建立されたもので、伊勢神宮の式年遷宮に合わせて建て替えが行

われています当時の日永村から現在まで脈々と引き継がれ、今、では日永地区連合自治会の管理と

なっています

、
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こんないい伝えがあります

県史跡「日永の追分」鳥居の由来をひもとくと・
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「日永の追分」の住這圃
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（画像に一部加筆）


